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はじめに 

本講演は以下の 3 点を目的とする。 

第 1 に、イングランドの教育の権威主義化が新自由主

義的な価値にどのように結びついており、そのことが学

校の組織構造や実践にどのように影響しているかを検討

する。第 2 に、ドリームフィールズ校のような学校にお

いて人種、階級、ジェンダーがどのように再生産されて

いるのか、いかにそれらが絡まりあいながら複雑な社会

のヒエラルキーを生み出しているのかを解き明かす。第

3 に、主体を、潜在的には危険な位置に留め続ける幻想

と希望の役割を検討する。 

本講演はイングランドの中でもインナーシティの状況

に即して論じていく。その際、階級や人種の問題が作ら

れている文脈や歴史に着目する。 

 

アカデミーとは何か 

〔米国の〕最初のチャーター・スクールは 1992 年にで

きたが、イングランドのアカデミーiは 2000 年代に現れ

たものである。チャーター・スクールとの類似性として、

民営化され市場に基づく教育を目指す点が挙げられるが、

全く同一というわけではない。アカデミーは、PFIiiの一

手法として新労働党によって導入された。それはサッチ

ャー時代に導入された CTCiiiを引き継ぐものである。 

アカデミーは、中央政府によって直接公費が支給され、

地方当局に対してのアカウンタビリティから外れる。さ

らに、独自に給与水準や契約を結ぶことができる等の自

由があり、その自由はイノベーションと等値されている。 

新労働党の文化的欠損アプローチによれば、貧しいイ

ンナーシティの地域には｢向上心の欠如｣が見られるとさ

れた。彼らは向上心に溢れた文化を創出しようとした。

問題は、社会構造ではなく向上心の欠如に帰された。 

保守連立政権は、アカデミー政策の修正をした。貧困

地域に資源を集中するのではなく、全ての中等学校や、

一部の初等学校に対して、アカデミーへの転換を求めた。

これは脱集権的地域主義という名で行われたが、逆説的

にも、ラディカルな規制緩和と中央集権というべきシス

テムができたのだった。2010 年には、250 のアカデミー

しかなかったが、2017 年には、中等学校の 69%がアカデ

ミーまたはフリー・スクールというものである。初等学

校でも 23％である。その中で、700 校以上は、MATivとい

う形態である。行政やガバナンスにおける変化は、単な

る技術的な変化ではなく、「より大きな社会変革」とボー

ルが呼ぶところのものである(Ball, 2007: 186-7)。 

ゴヴ〔保守党の前教育大臣〕は教育の市場化への反対

者を人種間の不平等と結びつけている――本来これらは

別の問題であるのだが。ゴヴは自らを革新であるかのご

とく論じている。アドニス〔保守党の前教育大臣〕もア

カデミーを社会移動のエンジンと論じている。だが、こ
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れに対してレイは、これが社会移動と社会正義を結びつ

けようとする神話的対象であるとしている(Reay, 2013: 

664)。 

 

研究調査対象のドリームフィールズ校について 

ドリームフィールズ校は、ゴールドポート大都市圏の

アーバンデリー地域に位置するインナーシティの学校で、

2004 年に開校した。40%の生徒は無料の学校給食の受給

資格者、80%はエスニックマイノリティである。貧困とエ

スニシティの多様性は、ドリームフィールズ校の突出し

たテスト成績とセットで語られる。ドリームフィールズ

校の校長であるカルフォード氏の考えは、インナーシテ

ィにおけるおびただしい数のアカデミーの青写真となっ

ている。 

研究方法について述べる。私はその学校で演劇の教師

と学習メンターを兼務していた。それは、政治的にも注

目された政策の旗頭と呼ぶべき学校であった。18 ヶ月の

エスノグラフィーのフィールドワークを行い、保護者･

生徒･教師に対して約 50 件のインタビューを行うととも

に、15 人の若者のコホートと参与的研究を実施した。成

果を上げることを求める学校の理念にプレッシャーを感

じており、また、学校が用いていた｢規律が自由にする

structure liberates｣という標語に対して私自身が疑念

を抱いたのだった。 

 

学校の理念 

ドリームフィールズ校の理念の前提には、人種・階級

的な差異に対する病理化された表象というものがある。

アーバンデリー地域は、教育上、カオスと考えられてて

いた。「インナーシティのカオス」という言説は、権威主

義的で、「ブートキャンプ」的教育方法を正統化するもの

だった。すなわち、厳しい規律が、「インナーシティの子

どもたち」に対応し、学校を安全で安定した場にするた

めの唯一の方法であるという考え方である。前提には、

インナーシティの子どもたちは、規律がなく、その家庭

は不幸であるという考えがある。問題とされていたのは

人種ではなく階級であったが、〔結局のところ〕人種的差

異も階級問題を通して問題とみなされていた。 

男性的なヒーローとしてのカルフォード校長は、イン

ナーシティの子どもたちを救うために、軍隊の師団を率

いるかのようであった。彼は、ラディカルで革命的、帝

国の建設者、伝道者・聖カルフォード、孤独な監視員、

リスクを恐れない暴動鎮圧者、というようなものとして

表象されている。敵に情けをかけない、愛の鞭というの

もその表象の一つだ。 

サラ・アームドの『幸福の約束』によれば、不幸な他

者が行為の前提となる。そこでは「植民地主義的な考え

方によって、他者は、不幸で、幸福な状態であるために

求められる性質や態度に欠けているものとして構築され

る」（Ahmed, 2010: 125）。レッドウッドのネイティヴは、

古きも新しきもが主流の価値システムに位置づけられて

いき、より広い社会構造の問題は無視されるのである。 

グローバルな競争に立ち向かう時に権威主義的な教育

方法に回帰することは、多文化主義を公然と非難し、教

育を通じてより幸福な伝統的文化なるものに回帰しよう

とする欲望とともに、ポール・ジルロイがいうポストコ

ロニアルな鬱病的状況の「複雑な疾患」の兆候を意味し

ている。ジルロイは、第二次世界大戦時から続く英国の

イメージにおいては、非常な神経質さをもって、一緒に

暮らしていきやすい国家の文化を感じられる〔多文化の〕

合わせ目となることが模索されたという。彼が私たちに

求めるのは、「健全とされる軍隊主義が、問い直されるこ

とのないマニ教的世界の〔二元論的〕道徳的価値と進ん

で結合し」、それによって「良いことをしたような気持ち

に」なるようになったことが、現在における文化の作用

にもつながるものとなったことを認識することである

(Gilroy, 2004: 95-6)。それは、国内における不平等の

拡大を見過ごし、英国が悪魔的な外敵に立ち向かってい

たときのことを思い起こさせるものであった。こうした

鬱病的状況は、「道徳的・文化的支えを失う以前に場や時

を移す」ことを試みるものだった。この「再方向付け」

への欲望は、同一性に対する魅力や、ニューカマーに対

する敵意と切り離されるものではなかった。なぜなら、

回帰への欲望は、「社会的多元主義に対して感じられてい

る危険や、多文化状況からの不可逆性」を拒絶すること

だったからである(Gilroy, 2004: 97)。 

 

規律の技術 

この学校における規律の諸技術は、視覚的な監視・分

割・分類・監査のルーティン・統制によって空間・時間・

身体を整序していくというものである。 

(1)儀礼とルーティン 

整列は、毎日 3 回実施される。それは、集合的に生徒

の身体を規律する主要なルーティンである。整列の合図

は 8:25 の笛である。数百人の生徒がまっすぐ、静かに、

アルファベットの列で、学年とグループに沿って整列す

る。生徒は、帽子、スカーフ、コートを――気温が何度

であろうと――脱がないといけない。なぜなら、室内で

142

教職課程センター紀要　第４号



は上着を着ることが禁止されているからである。軍隊的

なやり方であり、ブートキャンプ、監獄的とも言える。

そこではあらゆる空間が視野の内に置かれている。生徒

から「ロボコップ」と呼ばれるヴァイン先生は、管理職

の一人である。大股で歩く彼は、スポーツ刈りで、細身

の黒スーツとサングラスを身に着け、熱心に校庭をパト

ロールしている。彼の iPad には整列の監督に関する教師

の役割分担一覧があり、ある教師が持ち場にいない場合

は、すぐに配置に就くよう求める全員メールが送信され

る。 

怒鳴り声は、廊下で頻繁に聞かれた。それは、ヴァイ

ン先生が「恐怖の要素」と呼ぶところのものを注入する

ものであった。同校には、優れた肺機能で知られた教師

が何人かいた。にもかかわらず校長は、影の内閣におけ

る教育相が来校する予定があると告げる時、8:30 から

10:00 の間、いかなる怒鳴り声も聞かれないようにしな

ければならないこと、子どもたちを怒鳴りたい教師がい

れば、10 時以降なら自由であると指示した。学習エリア

では大声で叱責しないようにというリマインドメールが、

VIP の到着に先立って定期的に送信された。 

(2)場と身体の分割 

職員室は、ほとんどの学校にあるものだが、それを無

くすということは、設計上の決断であった。それは管理

職によれば、派閥形成を防ぎ、生産性を高めるための積

極的な変化だと説明されている。 

分割と注意深い配置は、生徒においてはより厳格に行

われている。6 人以上の生徒が集まっていれば、解散さ

せられる。この分断は、問題を起こす生徒集団の配置を

防止し、身体の「危険な凝塊」を防いでいる(de Certeau, 

1988 を参照)。 

(3)常時の視認性・常時の監査 

学校の建築はパノプティコン的であり、どこにも隠れ

られるところはない。 

昼食時、ターナー先生は、この建物の監獄様式がいか

に自らに作用してくるかを、鼻をほじる場所もないとい

う皮肉で説明した。最近この学校で働き出したテイラー

先生は、勤務初日を思い出しながら、タクシーの運転手

がこれが学校なのか刑務所なのか尋ねた――しかも彼女

は、それに対して、はっきり答えられなかった！――こ

とを語ってくれた。彼女が学校に慣れるのには時間がか

かった。彼女は、前の学校の同僚に、まるで理科実験を

されているような気持ちになったと説明したという。バ

ーク先生は笑いながら同意し、本校は工場のようだと言

った。この工場のような機械は、個人を矯正する実験に

とっての理想化された場として機能している。 

(4)囲い込みと切り離し・周縁的空間の統治 

地域に対する病理化に基づいて、この学校は地域から

自らを切り離そうとしている。 

ドリームフィールズ校が、永続的にアーバンデリー地

域から切り離されることはありえない。教師も生徒も毎

日の終わり、そして休日には家に帰る。フレッチャー先

生は、このような限定的な影響力について以下のように

嘆いている。 

「私たちは、絶えず、子どもたちに、何が正しく何が

間違っているかを教え、伝えています。〔…〕〔しかし〕

私たちにできることは限られているとういことです。

〔…〕私たちは生徒を年間 195 日しか見ていないのであ

って、残りは外で友達や保護者と一緒にいるということ

です。」 

スピード感のあるパトロールも行われている。クラー

ク氏とデュポン氏という屈強な保安要員兼メンターは、

冗談交じりに「チキン・ショップ・パトロール chicken 

shop run」と呼ばれる仕事をしている。それは、学校周

辺で、生徒たちがチキン・ショップに行くなどのルール

違反をしないようにするための車でのパトロールである。

チキン・ショップに対してだけ特別の力点を置くことは、

人種的・階級的な含みを持っている。中産階級の生徒が

行くような商店は大部分パトロールされていないからで

ある。 

(5)測定と造成：監査による規律 

「教師トラッキング」〔というシステム〕は教師のパフ

ォーマンスをモニターする信頼性のあるツールとして示

されている。ヴァイン先生は、所期のパフォーマンスを

上げていない教師への支援について語る時、定期的な授

業観察が最善の方法であるというが、繰り返し用いる「ス

テップ・アップ」という言葉は、さらなるプレッシャー

と監視を示唆している。ハッチャー先生をはじめ、何人

かの教師は、そのシステムの目的とされた有益性につい

て否定的である。 

学校はオイルの行き渡った機械になぞらえられる。そ

れは最善のテスト結果を追求するものである。 

カルフォード校長は、GCSE〔中等教育修了試験〕の直

前、まな板上に置かれる。テスト結果によって私たちの

生死が決まると述べる(Shore and Wright, 2000; Porter, 

1995; Dreyfus and Rabinow, 1982; Wright, 2012, 

Burrows, 2012 を参照) 

アカデミー政策は、市場的価値を教育に招き入れ、あ

らゆる側面に拡張しようとするものである。アカデミー
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は、教育の構造が市場原理によって満たされていること

を示している。不回避性――機能するにはこのやり方し

かないという考え方によって想像力は局限されている。 

ドリームフィールズ校は、新自由主義における学校の

模範とされる。それは、市場のニーズに対応して運営さ

れている。全ての事柄はテスト結果を産出し、生徒を加

工するために編成されている。それもまさに「オイルの

行き渡ったマシン」であり、A 地点から B 地点まで生徒

を移動させるものである。〔その機能は〕、市民性や参加

ではなく、生産と消費という比喩によりよく馴染む。 

 

規律と教育の実践を通じた人種・階級の不平等の再生産 

このような規律の手続きは、中立的なものではない。

以下、「バッファ・ゾーン」という概念や、処遇の差異に

関する説明を行う。「インナーシティの子どもたちを救済

する」という理念の他に、どのようなことがなされてい

るのだろうか。 

アーバンデリー地域に居住する中産階級の子どもたち

は、昔からそこに居住する「ネイティヴ」ではない。ア

ーバンデリー地域に居住しているものの、「〔郊外の〕き

れいで、緑豊かな地域」に繋がりを残しつつ、病理化さ

れた「土地のイメージ」のある地域に越境してきている。

この越境は、教育上の理解や扱いに実際の影響を与えて

いる。ウェインライト先生は、なぜドリームフィールズ

校が中産階級の子どもたちを必要としているのか、説明

している(Bourdieu, 1992, 2000, 2010; Skeggs, 1997, 

2004 を参照)。ドリームフィールズ校が教育の市場で生

き残ることは、テスト結果を着実に産出することに依拠

している。ウェインライト先生は、中産階級の子どもた

ち――彼らは一貫して白人とみなされている――は価値

の高い商品であると述べている。これは、目標志向の文

化(target-driven culture)の中で、(白人の)中産階級の

生徒は、学校がその目標値に達するのを助けてくれる貴

重な存在であると Reay ら(2011:148)が述べることに呼

応している。ウェインライト先生は、個人を責めるので

はなく、より大きな社会構造上の問題を指摘する。すな

わち、中産階級の親が有する「システムを動かす」能力

〔学校に電話を掛けることや、自らのメディアにおける

地位を通して学校に要求を飲ませる能力〕と、同校が中

産階級の子どもたちを必要とすることが、ここにおいて

合流している。それらの要素はジレンマ的関係にあるが、

いずれも中産階級の親や子を自動的に優位に置くもので

ある。ウェインライト先生は、特権を持たない生徒たち

を守ろうとし、公平性を維持することは「時には非常に

難しい戦い」であると付け加えながら、道徳的な不確実

性を認めている。 

ターナー先生のように、黒人の男子に対して怒鳴るこ

とが多いことを指摘する教師もいる。また、ジェンダー

の違いも見いだされる。ポスト人種差別主義とされる現

代において、人種問題に関する教師教育の不足も指摘さ

れる。人種や人種差別に関する教師教育と専門家の研修

の欠如は、人種差別主義による生徒の位置付けに挑戦す

るのではなく、現状を維持し、学校における人種差別の

復活を助ける働きをしている。 

ニーマル・パワーの『スペース・インベーダー』は、

「人種主義的な視力」がマイノリティの身体〔への可視

性〕を増幅していると述べる。それは、マイノリティの

身体が奇妙であったり未知であったりするからはない。

むしろ彼らが脅威であり威圧的だというふうな形で「既

知」だからである(Puwar, 2004:51)。黒人の身体は人種

として刻印され、監視のもとに置かれる。しかし、矛盾

しているようであるが、「人種を意識しないようにする浸

透したリベラルのイデオロギーと、専門職の同僚性への

必要から、人種〔問題〕は顕現せず、抑圧される」ので

ある(2004:139)。 

 

同一性の創出と平等化のねじれ：頭髪規則を例に 

ドリームフィールズ校にはたくさんの頭髪や制服の規

則がある。ヘアバンドは黒か赤。女子の髪はこざっぱり

したポニーテール。男子の髪は、剃ってもいけないし、

襟に届く長さでもいけない。こうした制服や頭髪の規則

が何を意味するか論じるために、以下、フィールドワー

クの一コマを紹介する。 

2009 年のある夏の日に、私は校庭でフロスト先生にば

ったり会った。私が前の週に彼女へのインタビューを行

った時は、レコーダーが彼女を緊張させたようであった。

彼女は笑い声を漏らしそうになると、インタビュー中に

3 回それを止めるよう私に頼んだ。フロスト先生は、頭

髪の規則が公正に適用されておらず、労働者階級の子ど

もは、中産階級の子どもたちがより多くの自由を認めら

れていると感じていると説明していたが、そのことにつ

いて詳述してはいなかった。さて、フロスト先生は休み

時間に私の腕を握って、先週言ったことを見せてあげる

といった。まず彼女は、無造作なカーリー・ヘアを襟や

顔にかかるほど伸ばしている白人の男子生徒を見るよう

促した。髪型について〔白人であるがゆえ〕咎められな

い生徒の典型例だと彼女は言った。次にフロスト先生は、

控えめに黒人の女子生徒を示した。その生徒は以前、前
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髪のフリンジについて咎められ、元に戻させられたのだ

った。さらに、丸いベンチに座っている白人の女子たち

を示した。その前髪のフリンジは顔にかかっていたが、

その女の子たちは、切るようには決して言われないだろ

うという。 

長くて乱れた髪型の背の低い白人男子が歩いて通り過

ぎた。私は、彼の髪も乱れていると言った。フロスト先

生は皮肉交じりにこう言った。「本当に乱れた髪です。で

も、これはだらしない中流階級の髪です！」彼女は、コ

ーンロウ〔編み上げて作るスタイルでとうもろこしに似

ている〕の髪型にしたために「創造的過ぎる」と見なさ

れた男子生徒が LSU〔ラーニング・サポート・ユニット

と呼ばれる別室指導用のプレハブ〕に入れられたと説明

した。 

私の方を向いた彼女は、自分で説明することのできな

い規則を施行しなければならないことの不快さを説明し

ながら、彼女が指摘しなかった生徒たちについて話した。

彼女はなぜ生徒たちがそれを不公平だと感じているのか

理解していた。私が、人種によって線引きがなされてい

るように見えると述べた。彼女は黙ったまま同意してう

なずいたし、彼女が生徒を例示するのは人種に即してで

あったが、フロスト先生は決して「人種」という言葉を

使わず、階級について繰り返し言及した。 

ディーン先生によれば、頭髪は難しい問題であるとい

う。頭髪見本の「1 番」に示されたような最も短い頭髪

は、全体的に許可されていない。しかし、黒人生徒にと

っては 1 番の髪型はこざっぱりした髪型であるという。

他方、白人生徒が 1 番のような短い髪型をすると人種差

別主義者のような意味合いを持つため、1 番は許可され

ていないのである。 

ワトソン先生は、頭髪規則に関する生徒の不満に共感

しながら、それが黒人のヘアスタイルを無視していると

感じていた。彼女は、「本校の規則に違反する中流階級の

白人生徒はどこにでもいますが、本当ならもっと捕まっ

ているはずなのに、彼らが捕まることは時々です。そう

いう不均衡があるのです。とても大きな不均衡です」と

いう。ジョシュアのように、生徒会に加わって頭髪規則

を変えようとした生徒もいたが、それは結局、意見が取

り入れられることのないヒアリングというパフォーマン

スで終わった。ドリームフィールズ校は、生徒の声が聞

かれるようなメカニズムを形式的には提供するが、実際

には生徒が言っていることに耳を傾けないのであった。 

自らが普遍的であるという主張に反して、ドリームフ

ィールズ校の実践は、具体的な、特定の形式に基づいて

いる。その普遍性は、白人で、中産階級のモデルに即し

ており、人種・階級的な傾きを持っていながら、それら

の規則が中立であることを偽っている。 

エストとゴールドバーグは、文化的クローニングと、

同一性の生成の問題性を論じている。制度化された同一

性の再生産は、人種・ジェンダー・階級という社会構造

に深く染み付いた性質である。生物学的なクローニング

は大部分においてフィクションといえるが、特定のタイ

プの文化のクローニングは毎日実践されている。彼らは、

アイデンティティと差異から、社会的不正義と不平等が

同一性の再生産の中に明らかに存在していることに着眼

点を移すよう求めている(Essed and Goldberg, 2000)。 

見せかけのメリトクラシーは、差異を扱うことを阻む

ものである。教師や生徒は、テスト結果を産出するとい

う重要とされた仕事をしており、素直な生徒は、容易に

労働市場に消費されていく。 

ドリームフィールズ校において普遍的とされている身

体は、白人主義的で、中産階級的な見せかけの中に描か

れ、そうしたものとして作り上げられている(Mohanty, 

2003 を参照)。 

 

校庭における生徒の分断・生徒による交渉 

ここで、生徒に対してなされる異なる処遇について説

明する(イングランドの人種や人種化、階級に関する分権

としては Alexander, 2000; Archer and Yamashita 2003a, 

2003b; Gillies, 2007; Haylett, 2001; Tyler, 2008; 

Walkerdine, 2003 を参照)。 

白人生徒は、「コンパクト」で、ジェスチャーも落ち着

いているとされるが、黒人生徒は、大きな声や、感情的

な身振りをすることが多く、それゆえ、彼らが何か破壊

的なことをしているかどうかにかかわらず規律を引き込

むことが多い。これに対して、静かで動きの少ない所作

で会話をしている白人生徒は、何を話していたとしても

見た目としては脅威でない。一番上のセット〔学力に応

じて生徒を分割して授業をする際の一つひとつの学力グ

ループのこと〕にいる黒人のナイジェリア人であるジョ

シュアは、動作や声量を変え、規律の眼差しをかわすよ

うにしている。 

子どもたちは自らを変化させている。校庭における可

動性は社会的・学業的利益につながる。ジョシュアは、

グループの間を移動している。異なる社会グループと混

ざり合うことは、自らの目を開き、自らをダイナミック

で多様なものにするという。サムエルは、自らが「同じ

グループに居続けるような人間ではない」と述べ、小さ

イングランドにおける教育の権威主義化

145



な穴に閉じこもることの無いようグループの間を行き来

していると言っていた。アイザックは、移動することに

ついて、他者への関心とともに、自分が「乗る」こと―

―すなわち、オックスブリッジに進学する社会集団に入

ることへの野望と結びつけていた。彼は、ジョシュアと

同様に、「他者と切り離されていようとしたり、自分と違

う人たちを恐れていたりする」より、異なる集団に入っ

ていたほうがいいと考えている。彼は、こうして交流す

ることは良いことであると考えており、人生において仲

良くやっていくことは――必ずしも白人の中産階級の価

値を得るためというだけでなく――必要だと考えている。 

タメカは、声が大きく大げさだとジョシュアが述べた

グループの一人である。休みの時間に校庭を歩いている

とき、私は彼女に、生徒たちを分断するような何かはな

いか尋ねた。タメカは、それは人種であり、差別は長い

時間、存続していると述べた。しかし、もしそれを言っ

たところで誰も何もしてくれないから、それについて論

じる意味はないとも言った。教師たちは、一部の子ども

たちは悪いものだと決めつけていると彼女は述べた。私

たちは、ディヴォンティーの前を通った。彼女は、タメ

カと同じグループにいる背の高い黒人の男子生徒で、大

きく分厚い黒のジャンパーを着ていた。タメカは彼を指

差し、こう言った。「先生は、彼のような子を見て、言う

ことを聞かないやつだと考えるのよ」。〔しかし〕私は彼

を教えたことがあり、その母親とも目標設定面談で数年

前に会ったことがあった。彼は明らかに学校を嫌ってい

たが、いつでもフレンドリーで、授業を妨害したことは

ほとんどなかった。廊下を歩きながらタメカは、同学年

の白人女子生徒であるブリジットを指さして、彼女も言

うことを聞かない生徒だといった。その白人性にもかか

わらず、ブリジットは、言うことを聞かないのであり、

校庭での白人中産階級のグループには入っていないのだ

った(Lander, 2015 を参照)。ブリジットやディーンたち

のような白人生徒は、労働者階級に属していて、汚れた

白人性、汚ない白人性を身に着けているとされる。彼ら

は、ポッピーのような白人中産階級の生徒と異なる見方

をされている。 

新聞紙上の「チャヴ」〔低所得の労働者階級への蔑称〕

に対する冷笑や、カルフォード校長による労働者階級を

問題化する語り方というような、貧しい階級に対する嫌

悪が形成しているのは、貧困にまみれた公営住宅・ある

いはエスニックマイノリティとの性的関係を通した人種

性によって「汚れた」ものとされ、境界を引かれた白人

性であると、イモージェン・タイラーは述べる。立派な

中流階級〔と称する人々〕は、労働者階級の「不潔な白

人性」〔という考え方〕を通して、自らの道徳的優越性を

主張するのである(Tyler, 2008: 25-6)。誰かを「悪い」

生徒であるかどうか評価することは、黒人か白人か、中

流階級か労働者階級か、というような単純な二項対立で

はなく、極めて多様化した空間の中に広がり維持されて

いる人種的・階級的な合成物として複雑かつ相互的に形

成された認識なのである。 

他方、白人中産階級は、ジョシュアのような人種的他

者によって、多文化資本を得ているといえるだろう（Reay 

et al, 2011.）。カテゴリー化が、一時的なシフトや異な

る作用をするということを示している。このことは、人

種の浸潤性や柔軟性を示している。それは現実のものと

言うより作られたものである。アヌープ・ナヤックは、

「白人らしさや黒人らしさが生じるのは、白人か黒人か

ということに結び付けられることによるのではなく、む

しろ人種の符号が日常的なプラクティスに記号化される

ことによる」(Nayak, 2006: 418-9)。ニコラ・ロロック

は、黒人中産階級が白人社会の中で正統性を得ようとす

るために実践する「格別な仕事」は、人種の平等を不安

定にするものであるという。それは、「より白人らしい」

という好ましい人を包摂するということだからである。

こうした働きや動きは、傷つくことのない白人性の特権

を維持するものである(Rollock et al.,2011: 1090)。 

向上心のある黒人の若者は、白人中産階級らしさとい

う性質を纏うことで、人種差別を避けることができる―

―正しい黒人という価値を得る。病理化された黒人らし

さ、あるいは、汚れた白人らしさは、中産階級の振る舞

いを行うことや、そのことが与える敬意を通じて、「無く

す」ことができるとされる。しかし、この変化は、苦心・

喪失・従順を要求する。それは、その他の人よりも大変

な仕事を求めるということである。 

 

生徒･教師･保護者を学校に引き留めるもの：交渉と妥協 

ドリームフィールズ校のテスト結果は、教師・保護者・

生徒にとっての強力なモチベーターである。学校に対す

るアンビバレンスや失望は、テスト結果における成功の

保証に取り込まれていく。 

ドリームフィールズ校の雇用条件は、あらゆる将来の

職場を代表している。教師も生徒も類似した立場にあり、

そのことは生徒・教師もわかっている。学校は、生徒を

職場に慣れるように訓練する。その職場は、反対したり

するのではなく指示に従うことを求める職場であり、成

果を挙げなかったり文句を言ったりすることは貧困生活
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のリスクを負うことを意味するというものである。雇用

における妥協の余地なく細かい要求は、教師によって体

現され、子どもたちに影響している。それは、協調し、

成果をあげよ。さもなければ辞めろ――というものだ

（conform and perform - or leave）。多くの生徒は、こ

のアプローチを受け入れ、それに従っている。 

回避することのできない命令として示されているもの

は、労働世界の実態を表象している。意見を言うことは

できず、労働者がいかに成果を出すかにのみ価値が置か

れる。 

ここで、「道徳的な含みのある経済的な事物としての

『良い人生』」に対して私たちが抱く愛着について論じた

ロレイン・バーラントの指摘に触れておきたい(Berlant, 

2011: 2)。実際のところは自らの発展を阻害するものな

のにそれを求めてしまう「残酷な楽観主義」に連なって

いく。バーラントは、それが不安定で、壊れやすく、〔金

銭的には〕高くつくものであるにもかかわらず、なぜ人々

が「昔からの良い人生という幻想」に愛着を抱くのかと

問うている。 

イデオロギーの形式としての新自由主義は、それがド

ミナントな立場を維持するために人々の人生を形成する

ための働きをもっているとジョディ・ディーンは主張する。

「それは、それがただそういうものであるものとして
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

正し
．．

いと感じられるように、人々の期待と欲望を形作る
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

必要

がある」(Dean, 2009: 50 引用者による強調)。人々は、

自らの立ち位置を明らかに危うくするものに対してより

強く惹かれるようになっており、将来における楽しみや

満足というものが、新自由主義的なイデオロギーの形式

に人々を強くつなぎとめるものとして作用する。 

若者の期待と欲望を形成することで、ドリームフィー

ルズ校の規律は当然のものとなっている。13 歳のロルナ

は、この学校以外には比較できるものがないとし、「これ

が私の知る全てです」と述べていた。フローレンスは、

規律は最終的には役に立つものだと考えている。「うまく

やろうとする人はいますが、その人たちは職場で全体が

見えないと思います(…)私たちは規律によって成長して

いるので、それは良いことだと思います。」 

ドリームフィールズ校の実践は、子どもたちを待つ避

けがたい｢実際の世界｣のために彼らを備えさせていると

いうよりは、子どもたちと〔社会の〕秩序を想像し、彼

らにその予行演習をさせることを通して、この来るべき

世界の制約を生み出す手助けをする。そうすることで、

子どもたちが〔その中で〕育ち、それに慣れるようにし

ているのである。 

 
i 訳者による解説を参照のこと。 

ii Public private finance initiative のこと。公共サ

ービスの提供に際し、政府部門が資金を全額投入して設

置するのではなく、民間団体からの資金等を得ながら設

置し、その運営も民間団体に委ねる形式。 

iii City technology college の略。都市部に作られた技

術系学校のこと。中央政府から公費補助が行われ、地方

当局から独立運営をすることができる 

iv Multi academies trust の略。一つの運営団体が複数

（2 から数十）の学校を運営する形態。チェーンのよう

なもの。 
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